
ほ
り

ゆ
き

お

日
本
学
士
院
賞

受
賞
者

堀

幸

夫

専
攻
学
科
目

機
械
工
学
・
ト
ラ
イ
ボ
ロ
ジ
ー

生
年
月
日

昭
和
二
年
八
月
二
二
日

略

歴

昭
和
二
六
年

三
月

東
京
大
学
第
一
工
学
部
機
械
工
学
科
卒
業

同

二
八
年
一
〇
月

東
京
大
学
工
学
部
講
師

同

三
〇
年

六
月

東
京
大
学
工
学
部
助
教
授

同

三
五
年

六
月

工
学
博
士

同

四
〇
年

一
月

東
京
大
学
工
学
部
教
授

同

六
三
年

四
月

日
本
学
術
振
興
会
理
事

同

六
三
年

五
月

東
京
大
学
名
誉
教
授

平
成

六
年

四
月

金
沢
工
業
大
学
工
学
部
教
授
（
現
在
に
至
る
）

同

六
年

六
月

金
沢
工
業
大
学
副
学
長
（
現
在
に
至
る
）

八



か

と
う

こ
う

じ

日
本
学
士
院
賞

受
賞
者

加

藤

康

司

専
攻
学
科
目

機
械
工
学
・
ト
ラ
イ
ボ
ロ
ジ
ー

生
年
月
日

昭
和
一
八
年
七
月
四
日

略

歴

昭
和
四
一
年

三
月

東
北
大
学
工
学
部
機
械
工
学
科
卒
業

同

四
六
年

四
月

東
北
大
学
工
学
部
助
手

同

四
九
年

三
月

東
北
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了

同

四
九
年

三
月

工
学
博
士

同

五
五
年

五
月

東
北
大
学
工
学
部
助
教
授

同

六
二
年

四
月

東
北
大
学
工
学
部
教
授

平
成

九
年

四
月

東
北
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
教
授

同

一
九
年

四
月

東
北
大
学
名
誉
教
授

同

一
九
年

四
月

日
本
大
学
工
学
部
教
授

九



工
学
博
士
堀

幸
夫
氏
及
び
工
学
博
士
加
藤
康

司
氏
の
「
ト
ラ
イ
ボ
ロ
ジ
ー
に
関
す
る
研
究
」

（
共
同
研
究
）
に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

固
体
間
の
摩
擦
の
法
則
の
研
究
は
、
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
以
来
、

ア
モ
ン
ト
ン
や
ク
ー
ロ
ン
ら
に
よ
り
な
さ
れ
、
一
八
〇
〇
年
ま
で
に
は
経
験
則

が
確
立
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
定
性
的
説
明
は
バ
ウ
デ
ン
と
テ
ー
バ
ら
の
微
小
接

触
点
の
凝
着
説
に
よ
り
一
九
二
〇
〜
五
〇
年
に
与
え
ら
れ
た
。
そ
れ
以
降
に
お

い
て
は
、
微
小
凝
着
点
の
変
形
機
構
と
滑
り
出
し
機
構
の
解
明
及
び
多
点
接
触

の
取
り
扱
い
方
の
探
求
が
主
た
る
対
象
で
あ
っ
た
。
摩
擦
の
低
減
に
重
要
な
流

体
潤
滑
の
機
構
は
、
一
八
八
三
年
の
タ
ワ
ー
の
実
験
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ

れ
、
一
八
八
六
年
に
レ
イ
ノ
ル
ズ
に
よ
り
定
式
化
さ
れ
た
。
以
後
、
流
体
潤
滑

の
種
々
の
問
題
が
そ
の
式
に
よ
り
解
か
れ
、
わ
が
国
で
も
一
九
四
五
年
の
横
堀

に
よ
る
往
復
軸
受
の
潤
滑
理
論
等
、
多
く
の
研
究
が
行
わ
れ
た
。
他
方
、
一
九

〇
〇
年
代
前
半
以
降
急
激
に
高
速
化
し
た
回
転
機
械
は
、
回
転
速
度
が
危
険
速

度
の
二
倍
以
上
の
と
き
、
潤
滑
油
膜
に
起
因
す
る
回
転
軸
の
異
常
振
動
（
オ
イ

ル
ウ
ィ
ッ
プ
）
の
問
題
に
直
面
し
、
回
転
機
械
の
高
速
化
・
長
軸
化
が
永
く
阻

ま
れ
て
い
た
。
こ
の
時
代
に
は
機
械
の
高
性
能
化
と
そ
の
た
め
の
複
雑
化
の
た

め
に
、
高
信
頼
性
化
も
強
く
求
め
ら
れ
始
め
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
五
〇

年
以
降
に
は
、
固
体
の
摩
耗
の
法
則
の
研
究
が
急
速
に
活
発
化
し
、
巨
視
的
法

則
性
の
確
認
と
微
視
機
構
の
理
解
が
課
題
と
さ
れ
て
き
た
。

こ
れ
ら
の
背
景
の
も
と
に
、
摩
擦
・
摩
耗
・
潤
滑
に
関
す
る
科
学
と
技
術
を

統
合
し
包
括
す
る
学
問
の
必
要
性
が
強
く
認
識
さ
れ
、
境
界
学
問
と
し
て
の

「
ト
ラ
イ
ボ
ロ
ジ
ー
」
な
る
学
術
用
語
が
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
一
九
六
六
年
に

導
入
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
潮
流
の
中
で
、
堀

幸
夫
氏
は
「
堀
の
オ
イ
ル
ウ

ィ
ッ
プ
理
論
」
と
し
て
世
界
的
に
認
知
さ
れ
た
回
転
軸
異
常
振
動
回
避
の
理
論

を
確
立
し
、
加
藤
康
司
氏
は
「
摩
耗
形
態
図
」
を
創
成
し
て
世
界
の
摩
耗
研
究

を
主
導
す
る
、
な
ど
ト
ラ
イ
ボ
ロ
ジ
ー
の
学
問
の
構
築
と
技
術
の
発
展
に
大
き

く
貢
献
し
た
。
以
下
に
両
氏
の
業
績
の
概
要
を
説
明
す
る
。

堀
氏
の
オ
イ
ル
ウ
ィ
ッ
プ
理
論
は
、
油
膜
で
支
え
ら
れ
た
回
転
軸
の
動
力
学

的
特
性
を
詳
細
に
調
べ
、
自
励
振
動
と
し
て
の
オ
イ
ル
ウ
ィ
ッ
プ
の
本
質
を
世

界
で
初
め
て
明
ら
か
に
し
た
ば
か
り
で
な
く
防
止
法
も
示
し
た
も
の
で
、
こ
れ

に
よ
り
各
種
回
転
機
械
の
高
速
化
、
発
電
機
等
の
長
軸
化
（
低
危
険
速
度
化
）

を
可
能
に
し
た
。
発
電
機
の
出
力
は
当
時
二
〇
万
kW
以
下
に
す
ぎ
な
か
っ
た

が
、
ロ
ー
タ
の
長
軸
化
に
よ
り
一
〇
〇
万
kW
以
上
に
急
増
大
し
た
。
現
在
一
〇

〇
万
kW
級
発
電
機
は
危
険
速
度
の
二
倍
よ
り
遙
か
に
高
い
五－

六
倍
で
運
転
さ

れ
て
い
る
。

ま
た
同
氏
は
、
危
険
速
度
の
二
倍
以
上
で
運
転
さ
れ
る
回
転
軸
は
地
震
等
の

三
五



外
乱
に
よ
り
突
然
オ
イ
ル
ウ
ィ
ッ
プ
を
起
こ
す
危
険
性
の
あ
る
こ
と
を
世
界
で

初
め
て
指
摘
し
、
数
値
計
算
等
に
よ
り
設
計
段
階
で
そ
の
回
避
を
確
認
す
る
動

的
耐
震
設
計
法
を
示
し
た
。

同
氏
は
以
上
の
理
論
を
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
等
の
多
軸
受
長
大
軸
系
に
拡

張
し
、
そ
の
安
定
性
へ
の
軸
受
変
位
の
影
響
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
線
形
理

論
で
は
不
安
定
と
な
る
領
域
で
の
安
定
な
リ
ミ
ッ
ト
サ
イ
ク
ル
の
可
能
性
、
浮

動
ブ
シ
ュ
軸
受
で
支
え
ら
れ
た
回
転
軸
の
安
定
性
等
、
学
術
上
重
要
な
問
題
を

解
明
し
た
。
更
に
高
速
軸
受
で
重
要
な
潤
滑
膜
の
温
度
上
昇
の
詳
細
な
解
析
と

実
験
的
検
証
、
乱
流
潤
滑
膜
の
混
合
距
離
モ
デ
ル
及
びk−ε

モ
デ
ル
に
よ
る

詳
細
な
解
析
と
実
験
的
検
証
、
ト
ム
ズ
効
果
の
応
用
等
で
大
き
な
業
績
を
挙
げ

た
。同

氏
は
以
上
の
研
究
成
果
を
我
が
国
初
の
専
門
書
「
流
体
潤
滑
」（
養
賢
堂

二
〇
〇
二
）
に
取
り
ま
と
め
た
外
、
そ
の
英
訳“H

ydrodynam
ic

L
ubrication”

（Springer
2006

）
を
出
版
し
た
。

加
藤
氏
は
微
小
凝
着
点
の
変
形
と
滑
り
出
し
の
微
視
機
構
を
モ
デ
ル
試
験
と

接
触
面
内
滑
り
の
可
視
化
法
に
よ
り
明
ら
か
に
し
、
静
止
摩
擦
係
数
の
発
生
機

構
の
説
明
を
与
え
た
。
摩
耗
に
関
し
て
は
、
走
査
型
電
子
顕
微
鏡
内
摩
擦
試
験

機
の
開
発
に
よ
り
、
微
視
的
摩
耗
形
態
と
摩
耗
粒
子
形
態
の
関
係
を
明
ら
か
に

し
た
。
そ
の
成
果
は
国
内
大
型
発
電
設
備
の
故
障
予
知
な
ど
に
広
く
用
い
ら
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
観
察
さ
れ
た
微
視
的
摩
耗
形
態
と
滑
り
線
理
論
に
よ
る
摩

擦
係
数
を
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
摩
擦
と
摩
耗
を
統
合
し
た
摩
耗
形
態
図

を
創
成
し
、
摩
耗
形
態
の
予
測
を
初
め
て
可
能
に
し
た
。
そ
れ
は
耐
摩
耗
設
計

の
基
礎
を
与
え
る
ウ
ェ
ア
マ
ッ
プ
と
し
て
摩
耗
研
究
の
世
界
的
潮
流
の
源
と
な

っ
た
。

こ
の
ほ
か
、
同
氏
の
発
明
に
よ
る
ト
ラ
イ
ボ
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
潤
滑
法
は
長
期

宇
宙
使
用
の
玉
軸
受
に
適
用
さ
れ
、
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
暴
露

試
験
を
経
て
、
実
用
化
へ
の
開
発
途
上
に
あ
る
。
窒
素
ガ
ス
中
の
窒
化
炭
素
膜

の
低
摩
擦
現
象
の
発
見
と
窒
素
ガ
ス
潤
滑
の
実
証
は
新
潤
滑
法
を
可
能
に
し
世

界
の
注
目
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
の
水
潤
滑
は
給
排
水

ポ
ン
プ
等
に
実
用
化
さ
れ
て
い
る
。
超
音
波
に
よ
る
摩
擦
駆
動
を
導
入
し
た
精

密
位
置
決
め
ス
テ
ー
ジ
は
半
導
体
検
査
装
置
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
液
晶
配
向

用
ラ
ビ
ン
グ
布
評
価
法
は
学
会
と
産
業
界
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

両
氏
の
以
上
の
業
績
は
ト
ラ
イ
ボ
ロ
ジ
ー
を
学
問
と
し
て
確
立
す
る
た
め
の

基
礎
的
諸
理
論
の
構
築
を
行
い
、
さ
ら
に
発
電
、
生
産
、
情
報
、
環
境
、
宇
宙

な
ど
広
大
な
分
野
に
お
け
る
ト
ラ
イ
ボ
ロ
ジ
ー
の
先
端
技
術
を
開
拓
し
た
も
の

で
あ
り
、
国
内
外
の
学
界
と
産
業
界
か
ら
高
い
評
価
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
成
果
に
対
し
て
、
堀
氏
は
日
本
機
械
学
会
論
文
賞
（
三
回
）、
日

本
潤
滑
学
会
論
文
賞
、
東
京
都
功
労
者
（
科
学
技
術
）、
紫
綬
褒
章
、
勲
三
等

旭
日
中
綬
章
等
、
多
く
の
賞
を
授
与
さ
れ
て
い
る
。
加
藤
氏
は
米
国
機
械
学
会

（A
SM

E
）
論
文
賞
、A

SM
E

M
ayo

D
.H

ersey
A

w
ard

、
米
国
ト
ラ
イ
ボ
ロ
ジ

三
六



ー
学
会
国
際
賞
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
立
工
学
科
学
ア
カ
デ
ミ
ーJacob

W
allenberg

A
w

ard

等
、
多
く
の
賞
を
授
与
さ
れ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
立
工
学

科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
外
国
会
員
に
選
出
さ
れ
て
い
る
。

堀

幸
夫
氏

主
要
な
著
書
及
び
論
文
目
録

Ⅰ
�
著
書
（
以
下
を
含
め
七
冊
。
共
著
を
含
む
。）

１
�
山
本
善
之
・
堀

幸
夫
、「
固
体
力
学
」、
岩
波
書
店
（
一
九
七
六
）。

２
�
堀

幸
夫
、「
流
体
潤
滑
」、
養
賢
堂
（
二
〇
〇
二
）。

３
�Y

ukio
H

ori,“H
ydrodynam

ic
L

ubrication,”
Springer−

V
erlag

(2006).

′Ⅰ
�
訳
書
（
一
冊
）

１
�
堀

幸
夫
訳
、「
粘
弾
性
学
」、
培
風
館
（
一
九
七
三
）。

（
原
書：

W
ilhelm

Flügge,
“V

iscoelasticity,”
B

laisdell
Publishing

C
o.

（1967

））

Ⅱ
�
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
、
百
科
事
典
等
（
企
画
、
分
担
執
筆
）（
一
一
冊
）

Ⅲ
�
論
文

堀
氏
に
は
約
一
四
五
編
の
研
究
論
文
が
あ
る
が
、
表
題
の
研
究
に
関
す
る
主
要
な
論

文
を
以
下
に
掲
げ
る
。

オ
イ
ル
ウ
ィ
ッ
プ
関
係
（
以
下
を
含
め
四
二
編
）

1.
Y

.H
ori,“A

T
heory

of
O

il−
W

hip
in

Journal
B

earings,”
Proc.of

the
5

th
Japan

N
ationalC

ongress
for

A
pplied

M
echanics,Sept.1955,

pp.395−
398.

2.
Y

.
H

ori,
“A

T
heory

of
O

il
W

hip,”
T

rans.
A

SM
E

,
Ser.

E
,

Journal
of

A
pplied

M
echanics,V

ol.26
(1959),pp.189−

198.

3.
M

.T
anaka

and
Y

.H
ori,“Stability

C
haracteristics

of
Floating

B
ush

B
earings,”

T
rans.

A
SM

E
,

Journal
of

L
ubrication

T
echnology,

V
ol.

94
(1972),

pp.
248−

259.

4.
T

.
N

asuda
and

Y
.

H
ori,

“Influence
of

M
isalignm

ent
of

Support
Journal

B
earings

on
Stability

of
M

ulti−
R

otor
System

s,”
Proc.

IFT
oM

M
International

C
onference

on
R

otordynam
ic

Problem
in

Pow
er

Plants,R
om

e,Sept.1982,pp.

389−
395.

5.
M

.
M

alik
and

Y
.

H
ori,

“A
n

A
pproxim

ate
N

onlinear
T

ransient
A

nalysis
of

Journal
B

earing
R

esponse
in

U
nstable

R
egion

of
L

inearized
System

,”
Proc.

IFT
oM

M
−

JSM
E

International
C

onference
on

R
otordynam

ics,
T

okyo,
Sept.

1986,
pp.217−

220.

6.
T

.
K

ato
and

Y
.

H
ori,

“M
atrix

Form
of

R
eynolds

E
quation,”

JSM
E

InternationalJournal,V
ol.31

(1986),
pp.444−

450.

7.
Y

.
H

ori,
“A

nti−
E

arthquake
C

onsiderations
in

R
otordynam

ics,”
Proc.

4
th

IM
echE

International
C

onference
on

V
ibrations

in
R

otating
M

achinery,

E
dinburgh,Sept.1988,pp.1−

8.

8.
Y

.H
oriand

T
.K

ato,“E
arthquake−

Induced
Instability

of
a

R
otor

Supported
by

O
il

Film
B

earings,”
T

rans.
A

SM
E

,
Journal

of
V

ibration
and

A
coustics,

V
ol.

112
(1990),pp.160−

165.

9.
M

.T
anaka

and
Y

.H
ori,“Stability

C
haracteristics

of
W

orn
Journal

B
earings,”

Proc.
IFT

oM
M

3
rd

International
C

onference
on

R
otordynam

ics,
L

yon,
Sept.

1990,pp.93−
97.

10.
T

.
K

ato,
H

.
M

atsuoka
and

Y
.

H
ori,

“Seism
ic

R
esponse

of
a

L
inearly

Stable,

M
isaligned

M
ultirotor

System
,”

T
ribology

T
ransactions,

ST
L

E
,

V
ol.

36

(1993),
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